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ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

荒
巻　

直
大

学
芸
員

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調

査
時
に
す
で
に
大
破
し
て
、
墳

形
は
不
詳
で
す
が
、
横
穴
式
石

室
か
ら
出
土
し
た
先
述
の
耳
環

や
鉄
製
品
な
ど
か
ら
７
世
紀
代

の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
古
墳
も

同
年
代
に
作
ら
れ
た
と
想
定
さ

れ
ま
す
。

　
写
真
は
、
山
口
市
秋
穂
半
島

の
南
端
に
あ
る
筈は

ず

倉く
ら

山
の
北
西

斜
面
に
立
地
し
て
い
た
筈
倉
古

墳
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
左

２
点
は
耳
環
（
耳
飾
り
）、
右

は
足
鍋
で
す
。
古
墳
は
昭
和
37

（
１
９
６
２
）
年
に
農
業
構
造

改
革
事
業
に
よ
る
ミ
カ
ン
園
の

開
墾
作
業
中
に
発
見
さ
れ
、
山

口
大
学
助
教
授
小
野
忠た

だ

熈ひ
ろ

氏

（
当
時
）
ら
に
よ
っ
て
緊
急
発

　「
宝
山
の
一
角
」筈
倉
古
墳
出
土
品
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一
方
、
一
緒
に
出
土
し
た
足

鍋
は
煮
炊
き
用
に
使
用
さ
れ
た

中
世
の
土
器
で
、
特
徴
か
ら
16

世
紀
代
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
、
古
墳
が
室
町
時
代
末
期

に
二
次
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
３
点
は
、
当
館
で
開

催
中
の
「
宝
山
の
一
角
」
で
展

示
中
。
会
期
は
６
月
20
日
ま

で
。

県
立
山
口
博
物
館

左：耳
じ

環
かん

、右：瓦質土器足
あしなべ

鍋、（ともに筈倉古
墳出土、山口大学埋蔵文化財資料館蔵）

1941 年 12 月、山口市道場門前生まれの
79 歳。附属山口小・中、山口高卒業後、
東京で大学進学、就職。69年に帰山し、「山
一薬局」に入社。その後、立小路店を営む。
県薬品登録販売者協会会長、全国薬品登
録販売者協会副会長などを歴任。
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県
医
薬
品
登
録
販
売
者
協

会
会
長
と
し
て
長
年
、
医
薬

品
販
売
者
の
研
修
支
援
、
適

正
使
用
の
啓
発
な
ど
に
努
め

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
令
和

３
年
「
旭
日
双
光
章
」
を
受

章
。「
長
い
間
、
皆
さ
ん
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら

い
、
順
番
が
回
っ
て
来
た
よ

う
な
気
持
ち
。
薬
剤
師
の
妻

の
お
か
げ
」
と
感
謝
す
る
。

　
１
９
３
６
年
、
父
親
が
山

口
市
道
場
門
前
に
「
山
一
薬

局
」
を
開
業
。
高
校
卒
業
後

は
上
京
し
て
大
学
進
学
、
就

職
し
た
が
、
生
家
の
薬
局
の

そ
ば
に
「
大
栄
薬
品
工
業
」

を
前
身
と
す
る
ス
ー
パ
ー
・

ダ
イ
エ
ー
が
建
設
さ
れ
る
知

ら
せ
を
受
け
、
69
年
に
帰

山
。
薬
局
を
手
伝
い
な
が
ら

実
績
を
積
み
、
72
年
に
薬
種

商
の
試
験
に
合
格
し
た
。

　
3
人
の
子
ど
も
た
ち
も
、

薬
剤
師
と
し
て
各
方
面
で
活

躍
中
だ
。「
こ
の
業
界
は
常

に
勉
強
し
、
お
客
さ
ま
に
寄

り
添
い
な
が
ら
頼
ら
れ
る
存

在
で
な
け
れ
ば
」
と
話
す
。

　
趣
味
は
ツ
バ
キ
の
栽
培

で
、
約
２
５
０
種
類
、
５
０

０
鉢
を
育
て
て
い
る
。

岡
村
　
紀
男
さ
ん

薬
事
功
労
で
旭
日
双
光
章
受
章

　
最
初
に
上
演
さ
れ
る
の
は

「
こ
ど
も
狂
言
教
室
」。
６
人

の
子
ど
も
た
ち
が
、
昨
年
11

月
か
ら
毎
週
練
習
を
積
み
重

ね
て
き
た
「
物
ま
ね
」「
不ぶ

毒す

」「
神
鳴
り
」
を
披
露
す

る
。

　
続
い
て
は
、
雅
楽
。
県
内

の
神
主
ら
７
人
が
、
数
曲
を

演
奏
す
る
。

　
ト
リ
を
飾
る
の
は
、
山
口

県
立
大
「
芸
能
サ
ー
ク
ル

『
結

－

Ｙ
ｕ
ｉ
』」
が
創
作
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
狂
言
「
南
北

昇
降
」。
同
サ
ー
ク
ル
は
、

同
大
で
の
授
業
を
き
っ
か
け

に
誕
生
し
た
「
山
口
鷺
流
狂

言
保
存
会
県
大
支
部
」
が
前

身
で
、
20
年
２
月
に
発
足
し

た
。「
南
北
昇
降
」
は
、
活

動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
リ
モ

ー
ト
の
み
の
活
動
で
約
1
年

間
か
け
て
完
成
。
対
面
が
で

き
な
い
た
め
、
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
動
画
と
し
て
、
今
年
２

月
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
上
で
公

開
さ
れ
た
。
今
回
は
、
舞
台

用
に
台
本
を
再
編
集
し
、
初

︻
シ
ン
ガ
ー
卓
上
電
動
ミ
シ

ン
及
び
付
属
品
一
式
︼
無
料

に
て
差
し
上
げ
ま
す
。
☎
０

８
３
９
２
２
０
０
６
６
　
午

前
11
時
〜
午
後
３
時

【
催
場
︼
~
８
日︵
火
︶:
期

間
限
定
コ
メ
兵
買
取
イ
ベ
ン

ト
【
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︼
~

８
日︵
火
︶:
夏
の
掛
軸
展
、

作
陶
25
年
記
念 

萩
焼 

大
谷

雅
彦
作
陶
展

め
て
披
露
さ
れ
る
。
上
演
後

に
は
「
結
」
の
メ
ン
バ
ー

が
、
創
作
の
経
緯
や
思
い
を

伝
え
る
時
間
も
設
け
ら
れ
て

い
る
。

　
観
覧
は
無
料
だ
が
、
活
動

継
続
へ
の
寄
付
が
呼
び
掛
け

ら
れ
る
。
１
千
円
以
上
寄
付

し
た
人
に
は
、
創
作
狂
言
の

内
容
に
ち
な
み
、
外
郎
（
田

原
屋
、
御
堀
堂
、
本
多
屋
）

が
進
呈
さ
れ
る
。

が
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延

期
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配
信

に
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
い

つ
ま
で
も
自
粛
す
る
の
で
は

な
く
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
」
と
、
復
活
開
催
を
決

め
た
。
５
日（
土
）
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で
、
野
田
神
社

能
楽
堂
（
山
口
市
天
花
１
）

で
開
か
れ
る
。

　
当
初
は
今
年
３
月
の
開
催

予
定
だ
っ
た
が
、
延
期
を
１

月
に
決
定
。
そ
れ
だ
け
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

は
体
育
館
な
ど
屋
内
が
会
場

だ
っ
た
が
、
屋
外
で
の
開

催
に
。
ま
た
、
県
外
か
ら

の
演
奏
者
を
招
く
予
定
に

し

て

い

た

が
、

20
日

（
日
）
ま
で
の
10
都
道
府
県

に
お
け
る
緊
急
事
態
宣
言

を
受
け
て
、
舞
台
出
演
は

山
口
県
内
在
住
者
の
み
に

変
更
し
た
。

８
２
７
年
頃
に
、
鷲
頭
山

（
下
松
市
）
か
ら
妙
見
社
を

勧
請
し
て
氏
神
と
し
た
。
周

辺
に
は
多
く
の
僧
坊
が
立
ち

並
ぶ
な
ど
、
中
世
に
は
大
い

に
栄
え
た
。
だ
が
、
大
内
氏

滅
亡
後
は
衰
退
し
て
い
き
、

今
は
江
戸
時
代
建
造
の
興
隆

寺
中
興
堂
（
釈
迦
堂
）
と
妙

見
社
、
そ
し
て
梵
鐘
（
国
指

定
重
要
文
化
財
）
だ
け
が
残

っ
て
い
る
。

　
二
月
会
は
、
江
戸
時
代
末

期
ま
で
、
４
５
０
年
以
上
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
東
大

寺
の
修
二
会
を
擬
し
た
盛
大

な
も
の
で
、
旧
暦
の
２
月
に

祖
先
の
霊
を
祭
り
、
秋
の
豊

作
を
願
い
行
わ
れ
て
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
に
加
え
、

華
麗
な
「
童
舞
」
や
勇
壮
な

「
歩
射
」
も
披
露
さ
れ
、
身

分
に
関
係
な
く
見
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。

　
大
内
氏

の
氏
寺
興

隆
寺
（
山

口
市
大
内

氷
上
５
）

は
、
６
１

３
年
に
琳

聖
太
子
が

創
建
し
た

と
伝
え
ら

れ

て

い

る
。
ま
た

　
大
内
氏
の
氏
寺
だ
っ
た
興

隆
寺
で
、
江
戸
時
代
末
期
ま

で
４
５
０
年
間
に
わ
た
っ
て

開
か
れ
て
い
た
「
二
月
会
」

の
再
興
を
目
的
に
、
２
０
０

９
年
に
始
ま
っ
た
「
山
寺
コ

ン
サ
ー
ト
」。
以
来
、
練
習

を
重
ね
た
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
太
鼓
、
雅
楽
、
舞
、
太

鼓
、
狂
言
や
、
若
手
芸
術
家

に
よ
る
音
楽
、
鷺
流
狂
言
保

存
会
に
よ
る
狂
言
な
ど
が
、

毎
年
上
演
さ
れ
て
き
た
。

　
19
年
の
10
回
目
を
節
目

に
、
次
の
活
動
に
向
け
た

「
充
電
期
間
」
に
入
っ
た
の

だ
が
、
同
実
行
委
員
会
の
米

本
太
郎
委
員
長
（
☎
０
９
０

－

６
４
０
６

－

０
２
４
５
）

「南北昇降」動画の一場面

妙見社

次回は6月9日掲載
 

差
し
上
げ
ま
す

山
口
井
筒
屋

［
５
階
］
今
週
の
催
し
案
内

興隆寺と妙見社
盛大だった「二月会」

創
作
狂
言「
南
北
昇
降
」初
披
露

「
山
寺
コ
ン
サ
ー
ト
」２
年
ぶ
り
に
復
活

５日
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コ
ー
プ
で
は
、
組
合
員
さ
ん
の
﹁
わ
が

家
の
い
ち
お
し
﹂
の
声
を
集
め
、
お
す
す

め
の
理
由
や
コ
メ
ン
ト
を
お
店
や
宅
配
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
共
感
や
新
し
い
お
気

に
入
り
の
発
見
に
も
つ
な
が
り
、
皆
さ
ん

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

セ
フ
タ
ー
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ

抗
菌・防
臭
の
特
長

持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
の
生
産
な
ど
を
支
援
す
る

コ
ー
プ
の
洗
剤
環
境
寄
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

組
合
員
さ
ん
の
お
す
す
め
の
声

天
気
が
悪
い
日
も
安
心
し
て
部
屋
干
し

カ
レ
ー
汚
れ
は
原
液
を
直
付
け
で

　

セ
フ
タ
ー
抗
菌
・
防
臭
、
天
気
が
悪
い
と
き
に
部

屋
干
し
し
て
も
、
生
乾
き
の
イ
ヤ
～
な
に
お
い
が
し

な
い
の
で
お
す
す
め
で
す
。

                    

（
宇
部
市　

内
野 

俊
恵
さ
ん
）

　
対
象
商
品
を
お
買
い
求
め
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ボ

ル
ネ
オ
島
の
環
境
保
護
を
支
援
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
す
。
寄
付
金
は
、
小
規
模
パ
ー
ム
農
家
の
生
産
体

制
の
改
善
支
援
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
商
品
１
品
に
つ
き
０
・
５
円
を
環
境
団
体
に

寄
付
し
ま
す
。

　

カ
レ
ー
の
食
べ
こ
ぼ
し
が
つ
い
た
T
シ
ャ
ツ
は
、
洗
う
前
に
原
液
を
ポ
ト
ッ
と
１

滴
直
付
け
で
キ
レ
イ
に
落
ち
ま
す
。
洗
浄
力
な
ど
、
他
社
の
も
の
と
品
質
が
劣
ら
な

い
の
に
、
価
格
は
お
手
頃
! 

ほ
ど
よ
い
液
状
（
ト
ロ
リ
と
し
た
感
じ
）
な
の
も
使
い

や
す
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市　

Ｋ
・
Ｆ
さ
ん
）

　
残
り
湯
洗
た
く
、
部
屋
干
し
、
着
用
中

な
ど
の
気
に
な
る
菌
を
防
ぎ
ま
す
。
Ｗ
抗

組
合
員
さ
ん
の「
わ
が
家
の
い
ち
お
し
」紹
介

～
セ
フ
タ
ー
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
抗
菌・防
臭
～

　
コ
ー
プ
で
は
、﹁
セ
フ
タ
ー
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
抗
菌
・

防
臭
﹂
を
は
じ
め
、
暮
ら
し
の
お
役
立
ち
商
品
や
、

組
合
員
さ
ん
の
声
を
お
届
け
中
。
お
店
や
カ
タ
ロ
グ

で
、
あ
な
た
の
﹁
い
ち
お
し
﹂
も
ぜ
ひ
見
つ
け
て
み

て
く
だ
さ
い
♪

菌
成
分
・
Ｗ
酵
素
配
合
。
24
時
間
抗
菌
試
験
実
施
済

み
︵
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｌ 

１
９
０
２
準
拠
︶
で
、
蛍
光
剤
・

着
色
剤
無
配
合
。
す
す
ぎ
１
回
で
も
Ｏ
Ｋ
。
コ
ー
プ

の
洗
剤
環
境
寄
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
商
品
で
す
。

サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、山
口
市
・
美
祢
市
・
宇
部
市（
一
部
）・
防
府
市（
一
部
）で
の
新
聞
折
り
込
み
と
各
所
へ
の
設
置
で
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。紙
面
に
載
り
切
ら
な
い
情
報
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
.
熱
中
症
の
予
防
と
対
策

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
.
気
象
庁
の
予
報
に
よ
る

と
、
２
０
２
１
年
の
夏
も
暑

い
よ
う
で
す
。
実
際
は
、
ま

だ
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
時

期
か
ら
熱
中
症
に
な
る
方
が

増
え
て
き
ま
す
。
気
温
や
湿

度
が
高
い
場
所
で
過
ご
す
時

に
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

体
調
を
で
き
る
だ
け
整
え

て
、
水
分
を
し
っ
か
り
と
摂

取
す
る
よ
う
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
風
通
し
を
よ
く
し

て
、
可
能
で
あ
れ
ば
扇
風
機

や
ク
ー
ラ
ー
を
使
う
よ
う
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。
　

　
熱
中
症
の
症
状
は
多
彩
で

す
。
頭
痛
や
吐
き
気
、
倦
怠

感
、
け
い
れ
ん
、
汗
が
多

い
・
少
な
い
な
ど
の
症
状
が

あ
れ
ば
、
熱
中
症
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。“
熱
中
症
か

も
”
と
思
っ
た
ら
、
で
き
る

だ
け
涼
し
い
場
所
に
移
動
し

て
、
安
静
を
保
ち
な
が
ら
水

分
を
摂
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
は
遊
ん
で
い
る
時

は
大
丈
夫
で
も
、
そ
の
後
に

吐
き
始
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
周
り
の
大
人
が
気
を
つ

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
高

齢
者
は
我
慢
強
い
た
め
か
、

重
症
化
し
て
救
急
車
で
運
ば

れ
る
割
合
が
高
い
よ
う
で

す
。
屋
外
で
無
理
な
活
動
を

し
な
い
、
部
屋
を
涼
し
く
す

る
な
ど
、
周
囲
が
気
を
つ
け

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
新
山
口
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